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小学校第４学年 道徳科学習指導案 

日 時 令和元年 10 月 17 日(木) ２校時 
指導者 教育センター所員 平川 敏誠 

 
１ 主題名 未来に残したいもの 【C－(16)伝統と文化の尊重】 
２ 教材名 ふろしき（出典「東京書籍」４年） 
３ 主題設定の理由 

 ○ねらいとする価値について 
我が国には，我々日本人が誇るべき伝統や文化と

いうものが数多く存在する。長い間受け継がれ，外国

の人々の心を惹き付ける魅力あふれるものも多い。

しかし，我々には生活の便利さと引き換えに，そのよ

さや魅力を手放してきた一面もある。安さや手軽さ

を重宝すれば，一つのものを長く使い続けたり自分

たちの生活の在り方を工夫したりする考えにはつな

がらない。逆に，日本の伝統文化を尊重することは，

ものを大事に使い自然と共生できるような生き方を

探ることにもつながる。日本の伝統や文化を尊重す

るということは，そこによさを発見することである。

手軽さや便利さといった面に偏りがちな価値観を捉

え直す機会となるようにしたい。 
 

○児童の実態について 
 本学級（26 名）では，アンケートの「日本のふ

るさとのよいところが分かり，それを大切にしよ

うとしているか」という問いに，ほぼ全ての児童

が「できている」と回答している。実際に故郷への

愛着や地域の人々を大切に思う姿を感じることも

多い。しかし，便利で様々な道具が簡単に手に入

る生活に浸っていることは否めず，昔ながらの道

具のよさに気付いたり，生活を工夫することをよ

さとして捉えたりする経験は少ない。さらに，そ

のようなことについて友達と語り合うという経験

はほぼないものと言える。日本の伝統について考

え，そのよさについて考えを深めることは大変有

意義だと考える。 
 

 ○教材について 

 
○指導の重点 

４ 本時のねらい 

  ふろしきのよさを知ったり，実感したりした上で，主人公の思いを想像することで，ふろしきだけでなく日

本の伝統や文化全体に親しみをもって接していきたいという意欲を養う。 

本教材では，ふろしきを題材として取り上げている。ふろしきは，ひと昔前までは日常的に使われていて，

珍しいものではなかった。しかし，最近ではあまり見かけず，失われていく日本の伝統文化の一つと言える。 

主人公の「わたし」は，きれいな布を見つけ，それがふろしきであると知り，母から話を聞いたり品物の包

み方を教わったりして，そのよさを知る。母の実演会に思わず声を上げるゆう子の様子や，ふろしきの多様な

よさの記述から，ふろしきになじみがない児童の立場でも，そのよさを見つけられるようになっている。また，

本文の最後には「ふろしきのほかにも，日本の古いもののよさを知って，使っていけたらいいなと思いました」

と書かれており，ふろしきだけにとどまらない，日本の伝統文化全体へ関心を広げることができる教材である。 

 本授業では，教科書にある「ふろしき」のよさを実感させ，児童に「日本らしさを感じるもの」に親しみを

もって接していきたいという意欲を養うことをねらいとして取り組む。 
 ねらいの達成のために，主に三つのことを手立てとして行う。まず一つ目に，前時の授業で，「一枚絵」を使

った授業を行い，「日本らしさ」や「日本の伝統文化」についてイメージを持たせることである。そうすること

で，「日本らしさ」というキーワードで日本の伝統文化全体に考えを広げやすくなるものと考える。二つ目に，

導入で，日本らしさが失われつつあることに気付かせた上で，それが失われて困ることは何かという疑問を児

童に持たせることである。教材ではふろしきだけに焦点化しているが，日本の伝統文化全体について考えるの

だという意識を持たせることを意図したい。三つ目に，実際にふろしきで包んだものを持ったり，手渡したり

する体験を取り入れることである。そのような体験をすることで，教科書に書かれていることを実感として捉

えることができると考える。以上のような手立てを基に，ねらいの達成を図りたい。 
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５ 展開 

過程 学 習 活 動 ○主な発問・児童の反応例 ・指導上の留意点・予想される児童の変化（教師の願い） 
事

前 

★家庭学習をする。 
 
 

○教科書を読んで，ふろしきの「す
てきだ」「おもしろいな」を見つ
けましょう。 

・一般的な話題ではないので，教材を一読し，
内容について一度考えるための宿題に取り組
ませる。 

 
導

入 
 
 
 
 
展

開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終

末 
 

１ 日本の伝統や文
化について考えると
いう意識をもつ。 

 
 
 
２ 教材「ふろしき」
からの気付きを基
に，話し合う。 
(1)ふろしきのよさ

について考える。 
 
 
 
 
 
(2)ふろしきとビニ

ール袋の比べ体
験をする。 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
(3)日本の伝統文化

について思いを
広げる。 

 
 
 
 
 
 
 

３ なくなってほし
くない日本のよさ
について思いを深
める。 

○「日本らしさ」は減っていると感
じますか。増えていると感じま
すか。それはなぜですか。 

・減っている。他の国と区別がつ
かない。 

・あまり見かけなくなっているか
ら。 

 
 
○ふろしきには，どんな「よさ」が
ありましたか。 

・きれい。 
・中のものが大事なもののような
気がする。 

・軽々と持ち運べる。 
 
○比べてみて，どんなことを感じ
ましたか。 

・ふろしきの方がぴっちり包め
る。 

・ビニール袋だと安定しない。 
・ビニール袋だと破けそう。 
・ふろしきはグラグラしない。 
 
○「わたし」は，ふろしきのどんな
ところが，「まほうのぬの」のよ
うに思えたのでしょうか。 

・色んな形のものを包める。 
・色んな使い方ができる。 
・それで包むだけで中のものが大
事なもののような気がする。 

 
◎日本に古くから伝わるもので，
「わたし」と同じように，よさを
知ったり，使ったりしてみたい
と思うものは何ですか。 

・和食。おいしいし，ずっと伝えら
れてきたものだから。 

・風鈴。いい音色で心が落ち着く
から。 

 
 
○この人たちを見てどんな言葉を

かけたいですか。 
・ありがとう。 
・応援しています。 
・自分も日本の伝統を守りたい。 

・東京と中国の重慶など大都市の写真を見比べ
させ，日本らしさを見つけることの難しさを
感じさせる。 

・日本の伝統や文化について幅広く考える意識
を一度もたせた上で，教材の「ふろしき」に
目を向けさせる。 

 
 
 
・「よいところ」と「よくないところ」とどちら
が多かったかをまず聞き，教科書に書かれて
いることから具体的な気付きを発表させる。 

・たくさんのよさが全体で共有できるように板
書する。 

 
 
・数名の児童に，実際にふろしきに包んだもの
とビニール袋等に入れたものについて，持っ
た感じや手渡されたときに感じることを比べ
て述べさせる。 

・ふろしきの欠点と思われることについては，
青色で下線を引き，よさと対比できるように
板書する。 

 
・体験したことや気付いたことを基に，わたし
の感動について考えを深めさせる。 

 
 
 
 
 
 
・本文最後の「わたし」の思いと，その理由に
ついて全体で確認し，その思いを手掛かりに
児童個人の考えを述べさせる。 

・導入のスライドを再度見せたり，絵を掲示し
たりして，想像しやすいようにする。 

 
 
 
 
 
・外国の人でありながら，日本の伝統文化を継
承している人々をスライドで紹介する。 

・最後に自己の学習への取り組み方を簡単に振
り返らせる。 

 

なくしたくない，日本に古くから伝わるも

のについて想像し，それらに親しむ気持ち

をもち始めている。 

ふろしきのもつよさに気付いた主人公の感

動について共感をもって感じている。 


